











Analysis on Relative Worth of Singularity
















































































































































































































































































































































































































































































としての〉〈テクスト /文化〉が〈依拠する /作り出す〉〈独自性 /普遍性〉―」
『異文化 13号』法政大学国際文化学部紀要、2012年
「文化の複数性原理における自己と他者―多文化主義を問い返す反復する問い
―」『異文化 12号』法政大学国際文化学部紀要、2011年
それ自体であることの円環－テクストとしての自己と他者－」『異文化 9号』
法政大学国際文化学部紀要、2008年
「意味生成を可能とする普遍原理としての間テクスト性 -意味伝達の障壁を克
服する間テクスト性の働き -」『異文化 8号』法政大学国際文化学部紀要、
2007年
「作品と受容者のインターテクスチュアリティ」『異文化 7号』法政大学国際
文化学部紀要、2006年
4　　ジェラール・ジュネット『芸術の作品Ⅰ　内在性と超越性』和泉涼一訳、水
声社、2013年、21頁
この小論の本文中で、ジェラール・ジュネット『芸術の作品Ⅰ　内在性と超
越性』を参照する際に、これ以後、その参照個所の頁数を小論本文中の〔　〕
内に記す。
5　　アゴタ・クリストフの『悪童日記』から始まる一連の小説作品がその例である。
なお、『悪童日記』における間テクスト性の作用については、拙論で詳細に論
じた。
アゴタ・クリストフ『悪童日記』堀茂樹訳、早川書房、1991年
拙論「テクスト外参照性を封じる語り手の声－アゴタ・クリストフ『悪童日記』
における拒絶する語り」『異文化 10号』法政大学国際文化学部紀要、2009年
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